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学 位 論 文 の 内 容 の 要 旨 
 
                                                            印 
主 論 文 
      Radiofrequency thermal treatment with chemoradiotherapy for  
advanced rectal cancer. 
（ 進行直腸癌に対する化学放射線治療に併用したラジオ波温熱治療。） 
 
副 論 文 
     Output-limiting symptoms induced by radiofrequency hyperthermia.  
Are they predictable? 












































  温熱療法を行った悪性疾患74例で、standardised power escalation principlesに基づいた治療
の標準化（Neothermia）を行い、output limiting symptoms 初発RF出力と、初発症状発現時期
（分）、患者の身体条件（身長、体重、BMI、体表面積、computed tomography(CT)から計測
した内臓脂肪面積、皮下脂肪面積、全脂肪面積、腹壁脂肪の厚さ）の重回帰分析から、adjusted 
R2= 0.99、VIF=1.04を伴う予測式：output limiting symptoms初発RF出力（Watt）= 初発症状
発現時期(分) x 6.162 – 腹壁脂肪の厚さ (mm) x 17.155 + 967.995 が得られた。これを用いる
ことにより、RFによる有害事象が発生する出力が予測でき、患者ごとの適正なRF出力が決
定できるとともに、温熱化学放射線治療の効果予測ができる可能性が見いだせた。 
